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1. 研究の背景と目的
• 近代に書かれた文章には名作が多いが、読

みにくいことが多い
• 事前に現代語訳したものを読むことで、理

解の助けになる
• 近代に書かれた文章の読解を支援すること

を目的とする

2. 翻訳手法

• Few-shotプロンプトを用いてLLMで翻訳
を行う

• 難しい英文の平易化を行った[Yutao, 2023]
のプロンプトを参考にして，Few-shotのプ

ロンプトを作成する
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3. 検証実験
目的：
(1) 与えるペア数が翻訳精度に与える影響
(2) 与える原文と翻訳文のペアの文体の違い

が翻訳精度に与える影響

実験内容：
(1) Few-shot プロンプトで与える原文と翻訳

文のペア数を 2，3， 4 個と変化させ，翻
訳精度を算出した.

(2) 5 つの小説の中から 1 つを選び，Few-shot 
のペアを選択し，5 つの小説の翻訳をし精
度を算出した.これを 5 回繰り返した．

評価方法：
翻訳結果を「翻訳された」「ほぼ翻訳された」
「翻訳されなかった」の3段階で人間が判断し，
それぞれの割合を算出

実験結果：
(1) ペア数を増やすほど1の割合が向上するこ

とが確認された.
(2) 文体が異なるペア間では1の割合が低くな

る傾向が確認された

1 漢字多い

2 通常

3 仮名多い

4. 今後の課題
• 文体の違いが翻訳精度に与える影響の考察
• 現代語以外の親しみやすい言葉への翻訳
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